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清
水
湧
き
出
る「
薬
猟
」の
地

波
多
甕
井
神
社
は
、
高
取

町
で
唯
一
、
平
安
時
代
の
法

令
集
「
延
喜
式
」
に
記
載
さ

れ
た
式
内
大
社
で
す
。

祭
神
は
甕
速
日
命
で
す

が
、近
世
の
地
誌「
大
和
志
」

に
は
天
照
大
神
を
祭
る
と
書

か
れ
て
い
ま
し
た
。

鎮
座
す
る
地
は
、
古
代
豪

族
の
波
多
氏
が
住
む
波
多
郷

で
し
た
。
近
く
に
は
清
水
が

湧
き
出
る
「
太
師
井
戸
」
が

あ
り
、
貴
重
な
水
源
で
あ
る

「
水
甕
」
と
し
て
使
わ
れ
て

き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
こ
と

が
、
神
社
の
名
に
つ
な
が
っ

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

「
日
本
書
紀
」
に
は
、
推

古
天
皇
の
時
代
、
毎
年
５
月

５
日
、
こ
の
地
で
「
薬
猟
」

が
行
わ
れ
て
い
た
と
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
。
薬
猟
と
は
、

冠
位
に
応
じ
た
衣
服
を
着
た

諸
臣
や
女
官
が
鹿
の
若
角
や

薬
草
を
採
取
す
る
宮
廷
行
事

の
こ
と
で
す
。

高
取
町
で
は
江
戸
時
代
末

期
よ
り
売
薬
業
が
発
展
し

ま
し
た
。
今
も
製
薬
業
が
行

わ
れ
、
薬
草
の
大
和
当
帰
も

栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ

の
源
流
と
も
言
え
そ
う
で

す
。

こ
の
よ
う
に
、
推
古
天
皇

ゆ
か
り
の
地
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
当
社
は
日
本
遺
産
「
日

本
国
創
成
の
と
き
〜
飛
鳥
を

翔
た
女
性
た
ち
〜
」
の
構
成

文
化
財
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
地
域
は
古
く
か
ら
開

け
て
お
り
、
当
社
の
東
方
２

㌔
に
は
古
墳
時
代
の
清
水
谷

遺
跡
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
か

ら
は
、オ
ン
ド
ル（
床
暖
房
）

を
備
え
た
渡
来
人
の
住
居
跡

が
出
土
し
ま
し
た
。

（
奈
良
ま
ほ
ろ
ば
ソ
ム
リ
エ

の
会
会
員

福
原
康
之
）

波
多
甕
井
神
社
の
社
殿
‖
高
取
町
で


